














































1． P/F ratio 
酸素化指数。動脈血酸素分圧 (PaO2)／吸入気酸
素濃度 (FiO2)のこと。  










ら体位管理を 1 日 2 回、 15 分間以上実施する。 
体位管理実施前後で血液ガスを採取する。（体
位管理前と体位管理 15 分後）  
体位管理期間を 7 日間とした。  
2．以下の 4 項目を満たす患者を対象とした。  
(1)呼吸不全により低酸素血症となった人工呼  
吸装着患者  
(2)急性肺損傷（ ALI）の患者  
(3)体位管理の実施を医師が指示した患者  
(4)A ラインを挿入している患者  
3．体位管理の効果を評価するために、体位管




















と低下したため、RCC2 単位を 3 本投与するも H
ｂ 8.9mg/dl までしか改善せず、開腹手術となる。
術前・術中の大量輸血（ RCC14 単位、FFP5 単位）
の状態となり、術後挿管されたまま、 ICU へ入




位管理前後の PaO2、 P/F ratio、 A-aDO2 の値と
実施した体位を表 1 に示す。   
また、 EXCEL にて t 検定を行った。結果、体
位管理前後での P/F ratio は統計学的に有意で
はないものの改善傾向を示した。（表２）  







A-aDO2:252.9 まで改善する (表 1①)。 SpO2 も
96～ 98％から 99％へ若干の上昇を認めた。しか









右側臥位をとったのは 7 回であり、 7 回中 5











































7 回中 5 回は PaO2、 P/F ratio、 A-aDO2 の改善
を認めた。先行文献によると「体位変換後に P/F
比が 20mmHg 以上の上昇を認めれば改善したと
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番号  日付  体位  
PaO2 P/Fratio  A-aDO2 
前  後  前  後  前  後  




132 188 188.6 268.5 311.5 252.9 




170 157 283.3 261.6 197.4 212.3 




80 111 160 222 214.6 185.9 
④  11 月 5 日  
左 30 側臥位→
右 90°側臥位  
113 132 226 264 188.3 162.8 




143 169 286 338 157 131.5 




96 114 240 285 128 115.1 




146 128 292 256 153.4 170.1 






前  後  
239.4±51.5 270.7±35.2 
（ｐ=0.1049） 
表２．P/F ratio の前後の変化  
 
